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“TO ACKNOWLEDGE THE DUTY THAT ACCOMPANIES EVERY RIGHT” 

Affiliated with The International Association of Y’s Men’s Clubs 
Chartered : 10 May, 1961 

 
Office : Tokyo YMCA Toyocho Center 

2-2-20 Toyo, Koto-ku, Tokyo, Japan 
 

〒135-0016 東京都江東区東陽2-2-20 
東京YMCA東陽町センター内 

TEL 03-3615-5565 

今 月 の 聖 句 
義に飢え渇く人々は、幸いである。 

     その人たちは満たされる。  （マタイ 5―6） 
Blessed are those who hunger and thirst 

for righteousness,  
for they shall inherit the earth. 

               ( MATTHEW 5-6) 

２０１８年７月 ～ ２０１９年６月 

国際会長主題 「私たちは変えられる」 

アジア会長主題 「アクション」 

東日本区理事主題 「為せば、成る」 

東新部部長主題 「ワイズの楽しみは、今、そしてこれから」 

東京むかでワイズメンズクラブ 
THE Y’S MEN’S CLUB OF TOKYO-MUKADÉ  “CENTIPEDE” 

━━━━━━━━━━━ 
 会    長  城井 廣邦 
 副 会 長  櫻井 浩行 
 直前会長 森本 晴生 
━━━━━━━━━━━ 

━━━━━━━━━━━ 
書    記 鈴木 健彦 
会    計  今井 武彦 
担当主事  星野  太郎 

━━━━━━━━━━━ 

10月 本例会 

日  時 2018年10月16日 (火)  18：30～20：30 
場  所 東京YMCA東陽町センター１階TYISカフェ 
参加費 1.500円（食事代含む） 
出欠は10月12日（金）までに今井会計までお知らせください 

第22回 東新部部大会に参加しよう！ 

日 時：10月13日（土）13：00～18：00 

場 所 ：東京YMCA社会体育・保育専門学校2F 
          地下鉄東陽町駅下車5分 

１０月 EMC－E／YESについて 
新クラブを設立すること・メンバーを増やすこと・維持

啓発活動をすることがEMCの意味です。ご存知の！ 
新クラブを立ち上げることで、仲間が増えます。 

YESは新クラブ設立活動の支援をサポートするため

の基金のことです。町田地域での新クラブ設立準備が

進められています。みんなで応援しましょう。 神保 記 

HAPPY  BIRTHDAY 
該当者なし 

結婚記念日おめでとう 

1日 長谷川正雄・和子 

20日 髙津 達夫・寿江 

２０１８年 ９月 の 記 録（＊累計は期初からの24累計）

会  員  出  席  状  況 メーキャップ記録 スマイル  12,000 円 

正 会 員 12 名 出席(メネット) 0 名   8月記録修正 ＢＦポイント  現金累計 0 円 

功労会員 1 名 出席(コメット) 0 名  櫻井浩行 7/24 第二例会              切手累計          0   

在籍者数 13 名  出席(ゲスト) 2 名  吉田  司 8/17 世田谷例会     

出席（正会員） 12 名 出席(ビジター) 0 名  8月修正出席率 92％ リングプル  累 計 503.06 Kg 

出席(功労会員) 0 
－ 

名 例会出席総数 14 名 9月出席率   100％ むかで基金   今月分  12,000 
 
円 

  会費振込先 

 

みずほ銀行 津田沼支店  普通預金 ２４０６４９０ 東京むかでワイズメンズクラブ 

 

２０１８年 １０月本例会（６８０回） 

(強調月間：EMC－E／YES ） 

10月本例会 プログラム 

準 備 吉田    司 

受  付  吉田    司 

                            司  会  高津 達夫 

開会点鐘                 会  長  城井 廣邦 

ワイズソング                一 同 

ゲスト・ビジター紹介               司  会 

今月の聖句・感謝             星野 太郎 

 楽しい食事 

卓話：「森の再生計画の意義」 

             オークヴィレッジ株式会社 会長  

                                    稲本    正 

強調月間アピール          神保伊和雄 

ハッピーバースデー・結婚記念       司  会 

スマイル                 櫻井 浩行 

諸報告               各 担 当 者 

閉会挨拶         副会長  櫻井 浩行 

閉会点鐘            会  長  城井 廣邦 
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        ９ 月 本 例 会 報 告           

東京むかでワイズメンズクラブ９月本例会は、9月18

日（火）18：30～20：30、東京YMCA東陽町センター

１階TYISカフェテリアで行われました。 

神保伊和雄君の司会、城井廣邦会長による木槌の殴

打で例会がスタート。一同でワイズソングを歌い、司

会者がゲストの紹介をしました。今月の聖句・感謝を

森本晴生君が行いました。そして皆で楽しい食事の一

時を持ちました。 

続いていよいよ卓話です。今日はゲストで来ていた

だいた桜美林大学の守田梢路先生に「四谷駅前寄席こ

そ寄席！」と題して、地域寄席についてのお話しをう

かがいました。その卓話の前に、もう一方ゲストの方

を紹介します。会長通信の欄に紹介されている「ギャ

ラリー枝」のオーナー野澤寛枝さん【写真＝右】です。

野澤さんは会長通信の欄にもありますように、「ギャ

ラリー枝」を使って地域寄席を催す計画をお持ちです。 

 
今日の卓話者守田梢路先生は、伝統芸能を守る意味

からも長らく地域寄席に係わってこられました。そこ

で先生からは地域寄席という言葉の意味、歴史をうか

がいました。そして今回の計画に対する注意点と利点

についてのお話しをいただきました。 

 
【地域寄席について語られる守田梢路先生】 

守田梢路先生が最初に指摘されたのは、四谷の駅前

にある「ギャラリー枝」の立地条件の良さです。立地

条件の良さは、成功の一番の利点となるから是非ここ

で開催して欲しい。また、実際に開催するのにあたっ

て次のことを注意されました。地域寄席は若手の落語

家が喜んで奉仕に近い形で出演してくれる。そのわけ

は、彼等若手にとっても本当のお客様の前で話すこと

はとても大きな勉強となるからです。そこで主催者と

しては次のことを守るべきです。地域寄席を長く続け

るためには、オーナーが資金補助をしてはだめで、催

しの収益内でバランスをとる。寄席の演目等は演者に

任せて口を出さない。この2点を守って催すのが地域

寄席です。このことを守って四谷地域寄席を是非催し

て下さいと話された。 

続いて、鈴木健彦君より、9月7～9日に山中湖セン

ターで行われたユースボランティア・リーダーズフォ

ーラムへの参加体験記が語られました。 

その後は、強調月間アピール、ハッピーバースデー、

結婚記念、スマイル、諸報告と続き、副会長・櫻井浩

行君の閉会挨拶、会長の閉会点鐘をもって例会を終了

しました。                           （鈴木 記） 

出席者：城井、伊丹、今井、神保、櫻井、髙津、森本、 

吉田、星野、新藤、長谷川、鈴木 

ゲスト： 守田梢路、野澤寛枝  （敬称略）    

 

 ユースボランティア・リーダーズフォーラム報告    

今回、事前の実行委員会から参加して、ワイズとユ

ースボランティア・リーダーズフォーラムの関係とワ

イズの役割が見えてきました。 

若きリーダーたちの感性の豊かさに、改めて大きな

期待を感じることが出来ました。 

実に熱心に一つ一つにテーマを持ってプログラム

10月卓話  稲本  正 氏 プロフィール 

1945年  富山県生まれ 

1969年  立教大学理学部物理学科卒 

1974年  飛騨高山の農家にオークヴィレッジを創設 

2005年  トヨタ白川郷自然学校校長に就任 

  「森に生きる。・・・」（角川書店）出版 

現職：オークヴィレッジ会長、NPO法人ドングリの

会会長、岐阜県教育委員会教育委員、国際個

別化医療学会評議委員、東京農業大学客員教

授、水と緑の惑星機構評議委員 
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に向かっている姿に感動しました。 

私たちがリーダーだった頃よりレベルが高いように

思います。 

 

【各YMCAから集まったユースリーダーたち】 

ワイズのユースリーダーを大切にする姿勢にも驚き

ました。 

多分、ワイズに対する好印象を持っていただけたと

思います。 

大学を卒業して社会に出たらワイズメンズクラブに

一人でも入会してもたったらと思います。 

そのためにきちんと向き合って考えてみたいと思い

ました。 

ワイズの高齢化対策の大切なテーマはユースリーダ

ーの入会促進にあると確信しました。     （城井 記） 

 

第９回 キッヅワールドカップ・イン ソウル（２） 

8月6日、羽田空港に集められた若武者7名（女子2

名・男子5名）、YMCAのスタッフ（江東センター・東

陽町語学教育センター）そして私神保の10名の東京

YMCAチームは、家族やYMCAスタッフの盛大な見送

りを受けて、韓国に向けて出発しました。 

 
【第9回 キッヅワールドカップ・イン 

ソウルに参加した東京YMCAチーム】 

ソウルも暑かった。東京が懐かしくなるくらいの感

じ。ヤングメンバーは不死身の如く活躍を！ お爺さ

んは目を細めて若者たちの活躍を来賓席で応援。 

今年、日本からは東京チームだけの参加、日本代表

です。彼らの為にチーム編成を7名編成に変えてくる

処置がなされた。結果は3位でトロフィーを受け取り、

来年はステップアップしてくれそう！ 閉会式後、宿

舎に戻り、若き精鋭たちとスタッフにジュースの差し

入れで、労をねぎらった。 

素晴らしかった、よく頑張った、楽しませてくれて

ありがとう。 

翌日からはお楽しみのスケジュール。巨大なプール

付きの遊園地、スーパーマーケットでの買い物体験な

ど、楽しみいっぱいのプログラム。10日に金浦空港で

別れを惜しんだ。来年も参加できるといいな！ 

                       （神保 記） 

 

       ９ 月 第 二 例 会 報 告         

9月25日（火）18：30～20：00、東陽町センター

YMCAホールで第二例会開催。以下検討・協議事項。 

1. 10月ブリテン記事担当確認 

2. 10月例会卓話者の協議確認 

3. むかでクラブとしての東新部部大会の支援協議。 

10月2日（火）は17：00より むかで印刷会、 

17：30～東新部部大会準備打合せ  

4. 四ツ谷寄席の協議 

（今井 記） 

出席者：城井、伊丹、今井、神保、櫻井、髙津、星野 

 

             会  長  通  信                

本年8月に友人である出川氏からの要請で、四ツ谷

駅1分の所にある「ギャラリー枝」で寄席の開催が出

来ないかとの話が持ち上がりました。 

そもそも四ツ谷には昔から寄席があり、昭和になっ

て閉店してしまった様です。 

四ツ谷で寄席を開くことでメリットが生まれるの

ではないかと思います。 

1つ目は四ツ谷駅という好立地もあり、仕事帰りに

寄席で笑ってから家路につける新しい楽しみが生ま

れること。2つ目はワイズの地域奉仕活動に繋がり、

社会へ笑いの貢献が生まれるのではないかと思いま

す。3つ目はこの活動に協力することで若き落語家の

出演機会になり、落語家を育てることになる。4つ目

は「ギャラリー枝」のオーナーをワイズに入会してい
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ただくまさに絶好の入会促進になると思いました。 

ということで10月25日（木）18：30より、第1回四

ツ谷駅前寄席を開催することになりました。 

また新たなYサの活動として、野尻キャンプ場の森

の再生計画を東京YMCA三浦氏と共に進めて行く準

備を始めています。 

ワイズの皆様の支援を頂くようになると思います。

ご理解、ご協力をお願いいたします。 

                              （城井 記） 

＜10月の予定＞ 

 2日(火) 東京むかで・10月ブリテン印刷会 

2日(火) 東新部部大会実行委員会（東陽町センター） 

2日(火) 東京多摩みなみ・10月本例会 

6日(土) 東新部部大会リハーサル（社体保専） 

8日(月) 東京町田コスモス・10月本例会 

9日(火) 東京・10月本例会 

11日(木) 東京センテニアル・10月本例会 

13日(土）東新部部大会（YMCA社体・保育専門校） 

15日(月）津波石記念植樹祭 

16日(火) 東京むかで・10月本例会 

19日(金) 東京世田谷・10月本例会 

23日(火) 東京むかで・第二例会 

25日(木) 第1回 四ツ谷駅前寄席 

＜11月以降の予定＞ 

6日(火) 東京むかで・11月ブリテン印刷会 

7日(水) 第2回 東新部役員会（東陽町センター） 

17日(土) 第2回 東新部評議会（本部事務局） 

20日(火) 東京むかで・11月本例会 

27日(火) 東京むかで・11月第二例会 

 

           東京ＹＭＣＡニュース             

◆インターナショナル・チャリティーラン大盛況！ 

障がいのある子どもたちを支援する「第 32 回東京

YMCA インターナショナル・チャリティーラン」を 9

月 23 日（日祝）都立木場公園で開催しました。まぶ

しい日差しと鮮やかな青空が広がる中で、およそ 300

人のランナーと伴走者が快走しました。 

レース前の「こどもラン」には幼児小学生 450 人と

その保護者あわせ約 700 人が参加。沿道をうめた応援

者、ボランティア・スタッフ約 150 人を合わせると来

場者総数は 1,500 人を越え、今年もにぎやかな大会と

なりました。皆さんのご協力・ご奉仕にあらためて感

謝いたします。 

 

◆西日本豪雨災害支援を継続しています！ 

西日本豪雨による被災者支援を全国 YMCA で展

開しています。募金目標 2500 万円、現地の「泥か

きワークへのボランティア派遣」や被災児童の心の

ケアを願う「リフレッシュキャンプの実施」を主な

支援活動としています。東京 YMCA では 8 月末ま

でに約 500 万円の募金が寄せられ、現地にもスタッ

フ・ユースボランティアの派遣を行っています。引

き続き皆さんのご支援をよろしくお願いします！ 

◆東京ＹＭＣＡ午餐会 

【テーマ】「高麗博物館－市民がつくる日本とコリア

交流の歴史博物館－」 

【卓話者】原田京子氏（高麗博物館理事長） 

【と き】2018年11月6日（火）12：00～13：30 

【ところ】東京大学YMCA（南北線 東大前駅0分） 

【参加費】3,000円（昼食つき） 

【申込み】賛助会事務局  sanjo@tokyoymca.org  

TEL：03-6302-1960 

（星野 記） 

 

       ９ 月 会 計 報 告 他        

１． 月間収入・支出合計   期間9/1‐9/30 

口座名 月間収入額 月間支出額 
一般口 32,225円 126,540円 

ファンド口 12,000円    0円 

一般口主要収入 年会費 25千円 

一般口主要支出 YMCA施設利用料 100千円 

   例会弁当代 15千円 卓話者謝礼 10千円 

ﾌｧﾝﾄﾞ口主要収入 例会スマイル 12千円、 

                        （今井 記） 

２．リングプル ９月預かり    

協力者名 重量 協力者名 重量 

齋藤昭七氏Ｇ 50.0kg 長谷川正雄氏Ｇ 2.8 ㎏ 

櫻井浩行氏 0.5 ㎏ 今月合計 53.3kg 

今月は夏休みの活動が花を結び、物凄い支援が得られ

ました。記載が間に合わない神戸ポートクラブの支援

分は来月計上させていただきます。   (神保 記) 

 

              編  集  後  記                 

今年の夏は例年に比べてもはるかに暑かった。その

せいで海水温が上り強裂な台風を産み出している。哉

さの営みが地球環境にまで影響を及ぼすようになっ

てきた。 

 我々はどのようにバランスをとったらいいのか？ 

              （鈴木 記） 


